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有終西小学校校舎

の新築工事は総工費

七、五五〇万円で昭

和三十二年十一月に

着手、三ヵ年計画で

鉄筋コンクリート三

階建、総坪数一、一

三三坪に建て替えら

れています。

　

すでに第一期工事

分の北校舎本館、三

〇八坪が完成し、第

二期工事分は七月十

日石黒建設KKの手

によって着工されま

した。

全期完成

はろ5年ろ月

こ
の
第
一
期
工
事

は
工
費
二
、
〇
五

〇
万
円
で
北
校
舎

本
館
、
普
通
教
室

十
一
、
特
別
教
室

一
で
三
〇
八
坪
が
八
月
末
に

完
成
し
、
第
二
期
工
事
は
工

費
二
、
六
〇
〇
万
円
で
本
館

普
通
教
室
二
、
特
別
教
室
六

管
理
室
四
で
四
一
五
坪
が
昭

和
三
十
四
年
三
月
に
完
成
す

る
こ
と
に
な
て
て
い
ま
？
‘

　

続
い
て
第
三
期
工
事
は
工

費
二
、
九
〇
〇
万
円
で
南
校

舎
本
館
、
普
通
教
室
八
、
特

別
教
室
一
で
三
〇
五
坪
、
付

属
建
物
木
造
平
屋
建
一
九
四

坪
が
昭
和
三
十
五
年
三
月
に

完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

全
校
舎
の
建
築
用
式
は
採

光
、
通
風
、
耐
寒
耐
震
、
衛

生
施
設
な
ど
す
べ
て
に
近
代

建
築
の
粋
を
集
め
た
も
の
で

モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
と
し
て
遠

か
ら
ず
お
目
見
え
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
写
真
は
第
二
期
工
事
現
場
〕

上庄小学校北校舎

947万円で改築

上
庄
小
学
校
北
校

舎
は
五
十
数
年
前

に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
と
く
に
老

朽
が
甚
し
い
た
め

六
月
三
十
日
、
総

工
費
九
四
七
万
円

を
費
し
、
木
造
二

階
建
瓦
ぶ
き
に
建
て
替
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
校
舎
は
普
通
教
室
二

室
、
図
書
室
一
室
、
保
健
室

一
室
、
職
員
室
一
室
、
校
長

室
一
室
、
教
材
室
一
室
で
、

総
坪
数
二
五
五
坪
の
校
舎
が

十
月
三
十
一
日
に
完
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
野
織
協
組新
興
繊
維
の
研
究
に

施
設
費
補
助
の
準
備

の
開
界
打

業
況
機
不 織

物
王
国
と
い
わ
れ

た
大
野
市
の
機
業
界

も
、
輸
出
不
振
と
生

産
過
剰
の
た
め
に
不
況
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
こ

の
不
況
の
打
開
策
の
一
つ
に

申
小
企
業
融
資
預
託
金
、
利

子
補
給
な
ど
を
行
い
不
況
乗

切
に
当
つ
て
き
ま
し
た
が
。

こ
ん
ど
、
大
野
織
物
工
業
協

同
組
合
が
検
反
器
三
台
、
検

撚
器
二
台
、
張
力
計
二
台
。

ス
ト
ロ
ボ
ー
ス
＝
I
プ
三
台

な
ど
を
購
入
し
て
合
成
繊
維

織
物
共
同
研
究
施
設
（
百
万

円
）
を
作
り
た
い
と
の
補
助

請
願
に
基
い
て
、
こ
れ
を
九

月
定
例
市
議
会
に
は
か
つ
て

決
め
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

市
消
防
署
開
設

三
周
年
記
念
式

　

九
月
一
日
は
市
消
防
署
開

設
三
周
年
記
念
日
に
当
り
ま

す
の
で
、
一
般
市
民
の
防
火

思
想
の
向
上
と
消
防
署
員
の

志
気
を
高
め
る
た
め
に
、
同

日
午
前
十
時
か
ら
大
野
公
民

館
西
側
グ
ラ
ン
ド
で
三
周
年

記
念
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
長
始
め
市
議
会
議
長
、

市
消
防
協
力
会
長
ら
多
数
の

来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
式
場
で
、

か
ね
て
特
に
消
火
に
協
力
さ

れ
た
次
の
団
体
と
個
人
が
表

彰
さ
れ
ま
す
。

　

式
終
了
後
、
模
擬
防
火
訓

練
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
消
防

署
内
を
一
般
市
民
に
開
放
し

て
消
防
機
械
器
具
お
よ
び
関

係
書
類
な
ど
を
展
示
し
、
防

火
思
想
を
高
め
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

△
防
火
協
力
会
長
表
彰
、
横

　

尤
帚
人
自
1
1
、
阪
F
に

い
子
（
有
中
生

徒
）
、
駒
春
雄

（
横
町
）
、
小
竹

林
行
雄
（
横
町
）

坂
口
し
ず
を
（

篠
座
）

△
消
防
長
表
彰

消
防
士
長
伊
藤

一
郎
、

△
消
防
署
長
表

彰
、
消
防
士
江

守
信
行
、
同
藤

森
義
雄

日鰍刄撚。れ］赫戦1

　

さわやかな秋風が沃野に吹きわたり、

黄金色に染まったほうねん早稲は四年

続きの豊作を約束する穂波が、たわわに

ゆれています。植付いらい、まれな好気

象と農業科学の進歩に伴う農民の粒々

辛苦のお蔭でしょう。

　

いま早稲かる乙女のほほにもかくし

きれない喜びのいろが見えています。

　

この豊作に酔わず、感謝を忘れず、近

代農業と多角農業へと踏み切る基礎を

MnJ－nに心がけ才＼．±n。

風
見
鶏

先
日
、
あ

る
山
峡
の

邦
客
で
、

こ
の
地
に
語
り
っ
ぐ
民
俗
と
歴
史

を
尋
ね
る
若
い
某
放
送
局
の
記
者

と
図
ら
ず
も
一
緒
に
な
っ
た
。
彼

は
部
落
の
長
に
懇
望
L
て
古
老
た

ち
を
集
め
て
も
ら
い
、
ご
く
最
近

ま
で
こ
の
地
だ
け
に
あ
っ
た
民
謡

と
踊
り
を
テ
ー
プ
ユ
ー
ダ
ー
に
録

音
し
た
。
▼
が
、
そ
の
夜
開
か
れ

た
村
の
踊
り
は
勿
論
。
当
世
流
行

の
民
謡
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
さ

れ
通
し
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
マ
ｚ
ユ
ミ
の
影
響
は
決

し
て
こ
の
山
峡
の
ひ
と
ひ
だ
さ
え

も
残
さ
ぬ
こ
と
を
痛
感
し
た
が
、

何
か
惜
し
い
も
の
を
失
っ
た
感
慨

を
二
人
と
も
交
々
語
り
合
っ
た
。

▼
近
代
化
と
同
時
に
懐
古
主
義
に

陥
い
る
矛
盾
は
と
開
き
直
ら
れ
る

と
困
る
が
、
個
性
的
な
も
の
が
消

滅
し
て
、
一
般
的
な
風
潮
に
押
1

流
さ
れ
る
メ
ガ
ー
一
ズ
ム
は
決
し
て

馬
鹿
に
な
ら
な
い
。
▼
あ
の
必
要

以
上
の
音
響
を
振
り
し
ぼ
る
拡
声

器
は
、
早
い
話
が
子
供
さ
え
寝
っ

か
れ
な
い
仕
宋
に
な
る
。
そ
れ
が

毎
夜
聞
か
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
、

豊
年
を
祝
う
喜
び
も
情
緒
も
あ
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
▼
過
日
、
某

地
区
で
起
っ
た
盆
踊
り
の
夜
の
悲

劇
も
、
大
都
市
で
次
々
に
起
き
る

殺
人
事
件
i
）
、
確
か
に
神
経
が
疲

れ
て
い
る
証
拠
で
あ
ろ
う
。
。
秋

来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね

ど
も
…
…
ク
と
歌
っ
た
古
人
の
感

懐
は
羨
し
い
。
時
に
は
灯
下
独
り

端
座
し
て
渡
り
ゆ
く
風
を
、
虫
を

聞
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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今年、四月一日に発足した市営農場では

一町二反歩の水稲採種圃を設け、よい種モ

ミを市内農家へ配って、稲作の増収を図る

よう計画してきました。

　

幸い今年も植付いらい稲作気象に恵まれ

採種圃は順調な生育を続けてきました。と

くに栽培、管理、病虫害の防除に努力を払

ってきたほか、選穂作業にも万全を尽して

きましたので、黄金色の美しい穂が実りま

した。

　

この採種圃の極早稲（ほうねんわせ）は、

八月二十二日午前十一時から森広市長始め

池田助役や農務課長らが集って刈入式が行

われました。

　

この種モミは丹念に調整されて、希望農
家へ配布することになっています。希望農

家は市農務課または各農協へお申込くださ
い。（森広市長も一役、採種圃の刈入れ）

中
据
に
集
乳
所

　

酪
農
生
産
の
向
上
を
図
る
た

め
に
明
る
い
村
造
り
の
事
業
で

中
据
地
籍
に
こ
の
ほ
ど
集
乳
所

が
完
成
し
ま
し
た
。
総
工
費
十

七
万
五
千
円
で
木
造
瓦
ぶ
き
平

屋
建
一
む
ね
六
坪
で
、
設
備
と

し
て
は
揚
水
ポ
ン
プ
ー
台
、
冷

水
ソ
ウ
ー
ツ
、
ハ
カ
リ
一
台
、

空
耀
タ
ナ
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
牛
乳
の
新
鮮
味

を
そ
こ
な
わ
ず
に
、
乳
価
値
の

高
い
も
の
を
市
販
し
、
乳
生
産

の
向
上
を
図
る
目
的
で
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。
中
据
地
籍
に
は

現
在
二
十
五
頭
の
乳
牛
が
飼
わ

れ
て
お
り
、
市
内
に
は
百
五
十

頭
の
乳
牛
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
新
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
で

は
、
昭
和
三
十
五
年
度
ま
で
に

優
良
乳
牛
を
さ
ら
に
五
十
頭
導

入
し
、
酪
農
生
産
の
発
展
を
目

ざ
す
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
計
画
の
進
展
に
っ
れ
て

集
乳
所
も
市
内
五
ヵ
所
に
作
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
据

集
乳
所
は
、
そ
の
第
一
号
と
な

る
の
で
関
係
者
か
ら
今
後
の
発

展
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
選
挙
人
名
簿

　

9
月
1
5
日
現
在
で
調
製

　

基
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九

月
十
五
日
現
在
で
っ
く
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
市

議
会
議
員
の
選
挙
を
は
じ
め
、

知
事
、
県
議
会
議
員
、
参
議
院

議
員
と
た
く
さ
ん
の
選
挙
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
名
簿
か
ら
漏
れ

ま
す
と
大
事
な
選
挙
に
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
手
数
で

も
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
必
ず
励

行
さ
れ
る
よ
う
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

資
格
者
調
査
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
市
内
の
全
世
帯
か

ら
「
選
挙
人
資
格
者
調
査
書
」

を
記
入
の
上
、
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調

査
書
は
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
か
ら
、
記
入
欄
に

あ
て
は
ま
る
こ
と
を
記
入
し
て

九
月
二
十
日
ま
で
に
区
長
さ
ん

へ
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
本
選
挙
人
名
簿
に
の
る
資

格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
本
年
九
月
十
五
日
現
在
で
引

　

続
き
市
内
に
三
ヵ
月
以
上
居

　

住
し
て
い
る
人
（
本
年
六
月

　

十
五
日
以
前
か
ら
市
内
に
住

　

ん
で
い
る
人
）

②
本
年
十
二
月
二
十
日
で
、
年

　

齢
が
満
二
十
歳
に
な
る
人
（

　

昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
一

　

日
以
前
に
生
れ
た
人
）

今
昆
資
｀
栗
茸
餓

［
概
況
］
例
年
よ
り
も
天
候
は

よ
い
方
で
気
温
も
や
や
高
目
に

経
過
の
見
込
で
す
が
、
中
旬
に

は
曇
や
雨
の
日
が
数
日
続
き
、

か
な
り
涼
し
く
な
る
で
し
よ
う

な
お
上
、
中
旬
を
通
じ
て
台
風

が
I
～
二
回
接
近
し
て
暴
風
雨

を
起
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
一
時
的
に
雨
量
が
多

く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

［
天
気
］
△
上
旬
比
較
的
晴

の
日
が
多
い
見
込
で
す
が
、
一

時
台
風
の
接
近
な
ど
に
よ
っ
て

風
雨
が
強
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

△
中
旬
曇
り
が
ち
で
雨
も
や

や
多
い
で
す
が
、
台
風
が
あ
ら

わ
れ
て
一
時
的
に
雨
量
が
多
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
よ
う
。

△
下
旬
天
気
が
崩
れ
て
も
回

復
は
早
く
、
悪
天
候
は
少
い
見

込
で
す
。

　

［
気
温
］
△
上
旬
や
や
高
め

旬
始
め
に
低
め
の
日
が
あ
る
。

△
中
旬
下
降
傾
向
で
旬
後
半

は
低
め
△
下
旬
不
確
実
で

す
が
、
や
や
高
め
に
な
る
見
込

で
す
。

　

［
降
水
量
］
△
上
旬
一
時
的

の
降
水
多
量
も
あ
り
、
平
均
で

は
や
や
平
年
を
上
回
り
ま
し
よ

う
。
△
中
旬
平
年
並
、
一
時

的
増
量
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し

よ
う
。
△
下
旬
や
や
多
め
。
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巻叫灘忿

品
質
本
位
に
耕
作
技

術
の
研
究
に
当
ろ
う

⑩

古
く
か
ら
盆
踊

り
の
歌
の
文
句

に
ま
で
う
た
わ

れ
て
来
ま
し
た

市
の
葉
た
ば
こ

の
生
産
状
況
を

グ
ラ
フ
に
し
て

眺
め
て
見
ま
し
よ
う
。

　

市
内
の
葉
た
ば
こ
耕
作
総
面

積
と
収
穫
額
を
そ
の
年
ご
と
に

表
わ
し
て
み
る
と
、
そ
の
栽
培

は
気
象
と
耕
作
技
術
に
よ
っ
て

大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

市
平
均
反
当
生
産
額
は
二
十

九
年
四
六
、
六
九
五
円
、
三
十

年
六
二
、
四
七
五
円
、
三
十
一

年
五
〇
、
九
二
四
円
、
三
十
二

年
四
三
、
〇
八
六
円
で
耕
作
人

員
は
二
十
九
年
一
、
〇
七
八
人

三
十
年
一
、
〇
六
〇
人
、
三
十

一
年
一
、
〇
六
三
人
、
三
十
二

年
一
、
〇
五
三
人
、
三
十
三
年

八
八
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
温
多
照
に
恵
ま
れ
た
三
十

年
は
未
曽
有
の
大
豊
作
を
記
録

し
、
続
い
て
三
十
一
年
、
ま
た

今
年
は
三
十
年
以
上
に
好
気
象

に
恵
ま
れ
て
、
豊
作
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
者
の
減
少
は
越
美
北
線

や
電
源
開
発
の
工
事
に
よ
っ
て

農
家
の
潜
在
労
働
力
が
吸
収
さ

れ
た
こ
と
を
意
味
さ
れ
ま
し
よ

　

と
も
あ
れ
、
建
設
ブ
ー
ム
も

長
く
は
続
か
な
い
こ
と
で
す
か

ら
、
市
の
農
家
と
し
て
は
副
業

の
第
一
位
を
占
め
る
葉
た
ば
こ

を
、
耕
作
技
術
の
研
究
と
専
売

公
社
の
指
示
を
忠
実
に
守
っ
て

大
野
葉
た
ば
こ
の
名
を
守
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

菓たばこ年度別収穫高
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消防車と本部

無
線

短
波
送
受
信
機
で
連
絡

広
い
統
か
つ
区
域
を
持

つ
市
消
防
本
部
で
は
、

火
災
予
防
や
火
災
発
生

時
の
通
信
、
連
絡
を
ス

ピ
ー
ド
化
し
て
機
動
力

を
十
二
分
に
発
揮
す
る
た
め
に

本
部
と
出
動
車
と
を
結
ぶ
無
線

短
波
送
受
信
機
電
話
の
設
備
を

希
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
国
の
補
助
も
決
ま
り
、
工

事
費
三
十
三
万
円
で
八
月
初
め

に
着
工
し
、
同
月
十
八
日
に
こ

れ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
消
防
用
短
波
送
受
信
機

は
、
消
防
本
部
に
基
局
（
F
I

二
型
）
送
受
信
機
を
設
置
し
．

交
流
電
源
一
〇
〇
V
A
が
取
付

け
て
あ
り
、
移
動
局
で
は
（
消

防
自
動
車
に
登
載
し
た
M
－
ニ

型
）
’
送
受
信
機
を
設
置
し
て
直

流
電
源
六
V
で
移
動
し
つ
つ
、

常
に
現
地
の
情
況
を
消
防
本
部

へ
連
絡
し
、
ま
た
消
防
本
部
の

指
示
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

交
信
範
囲
は
二
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
。
市
内
は
勿
論
、
大
野

～
福
井
間
の
交
信
に
も
利
用
で

き
る
至
極
重
宝
な
機
械
と
あ
っ

て
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す

　

（
消
防
車
に
取
付
け
ら
れ
た
短

波
無
線
送
受
信
機
）

市
道 下庄第一号線

鞍が橋完成

上
中
野

地
籍
と

矢
地
籍

を
結
ぶ

市
道
下

庄
第
一

号
線
、
西
市
－
矢
区
間
の
赤
根

川
に
か
か
る
「
鞍
が
橋
」
は
、

工
費
八
一
万
五
千
円
で
鉄
筋
J

ン
ク
リ
ー
ト
の
永
久
橋
に
か
け

替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
は
延
長
二
I
・
七
五

メ
ー
ト
ル
、
幅
四
・
五
メ
ー
ト

ル
で
取
付
道
路
八
〇
メ
ー
ト
ル

と
と
も
に
八
月
二
十
日
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

も
と
の
橋
は
老
朽
が
甚
だ
し

い
の
で
諸
車
の
通
行
も
危
ぶ
ま

れ
特
に
秋
の
取
入
れ
や
早
場
米

の
出
荷
ど
き
を
前
に
、
地
区
民

か
ら
早
期
完
成
を
強
く
要
望
さ

れ
て
い
た
だ
け
に
、
関
係
地
区

民
の
喜
び
は
一
し
お
で
あ
h
グ
ま

市郎曝1腰部勤き

新生活運動

　

地
に
つ

い
た
新
生

活
運
動
で

名
の
知
ら

れ
た
篠
座

中
区
を
た

ず
ね
ま
し

た
。

す
。

（完成した鞍が橋）

自
衛
官
第
三
次
募
集

　

明
年
一
月
一
日
現
在
で
年
齢

満
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

の
方
は
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　

受
付
期
間
は
十
月
十
日
ま
で

　

市
役
所
総
務
課
ま
た
は
各
出

　

張
所
で
行
い
ま
す
。

地
道
を
歩
む
篠
座
中
区

　

こ
の
区
は
市
街
地
を
南
に
指

し
て
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
名

高
い
篠
座
神
社
の
付
近
に
集
る

五
〇
余
戸
の
区
で
、
農
家
・
非

農
家
そ
れ
ぞ
れ
半
々
の
区
で
あ

り
ま
す
。
新
生
活
運
動
実
施
の

一
本
化
は
実
に
容
易
な
こ
と
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
猪
島

逸
男
区
長
の
努
力
と
区
民
の
理

解
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
野
市
新
生
活
運
動
推
進
協

議
会
で
決
め
た
三
大
目
標
①

結
婚
の
合
理
化
②
葬
祭
の
合

理
化
③
時
間
の
励
行
な
ど
を

実
際
に
励
行
す
る
ほ
か
、
さ
ら

に
進
ん
で
環
境
衛
生
を
よ
く
し

楽
し
く
明
る
い
生
活
が
営
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
毎
年
初
集
会
に
全
区
民

が
集
り
、
明
る
く
楽
し
い
区
に

す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
協
議

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
決
め
事
は
、
皆
ん
な

で
工
夫
し
て
決
め
た
こ
と
だ
か

ら
、
一
人
の
非
協
力
者
も
出
な

い
よ
う
に
申
合
せ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
決
め
ら
れ
た
事
は

①
時
間
の
励
行
②
手
間
代
は

男
四
五
〇
円
、
女
四
〇
〇
円
と

し
昼
、
夕
食
を
止
め
る
③
嫁

取
り
の
女
よ
び
、
班
よ
び
の
廃

止
④
祝
返
し
の
廃
止
⑥
葬

式
の
野
帰
り
の
酒
廃
止
⑥
夜

と
ぎ
の
お
茶
菓
子
の
廃
止
⑦

中
年
婦
人
の
話
合
の
会
を
作
る

⑥
嫁
の
日
を
決
め
る
⑨
蚊
と

ハ
エ
の
い
な
い
区
を
作
る
た
め

金
を
出
し
合
っ
て
ぽ
く
滅
に
当

る
⑩
各
班
ご
と
に
ご
み
箱
を

作
っ
て
ほ
か
に
ご
み
を
捨
て
な

い
（
H
）
七
月
三
十
日
の
社
会

奉
仕
日
の
ほ
か
春
秋
の
二
回
、

区
内
の
道
路
、
溝
、
用
水
路
の

掃
除
を
す
る
。

　

こ
の
区
で
は
新
生
活
動
動
の

範
囲
を
拡
げ
一
歩
進
ん
で
、
嫁

の
日
が
で
き
、
蚊
と
ハ
エ
の
い

な
い
美
し
い
環
境
が
作
ら
れ
、

実
に
う
ら
や
ま
し
く
思
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
美
く
し
い
区
に
続
く
区

が
多
く
出
る
よ
う
祈
っ
て
区
長

宅
を
去
り
ま
し
た
。

（ゴミ箱の取付け）

I
G
J
r
血メ
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［
水
稲
］
九

月
は
収
穫

の
秋
で
す

一
年
の
汗

の
成
果
を
検
討
し
て
、
来
年
の

計
画
の
参
考
に
す
る
の
に
は
絶

好
の
時
で
す
。
秋
の
実
り
を
観

察
し
て
ど
ん
な
品
種
が
よ
い
か

見
極
め
、
よ
い
種
子
を
取
る
こ

と
が
ま
ず
必
要
で
す
。
市
内
の

採
種
圃
、
試
験
圃
を
視
察
す
る

の
も
よ
い
こ
と
で
す
。

肥
料
の
や
り
方
が
適
当
で
あ
つ

た
か
ど
う
か
も
今
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。
施
肥
量
が
多
か
っ

た
か
、
追
肥
、
穂
肥
の
量
や
時

期
が
適
当
で
な
い
た
め
に
倒
伏

し
た
田
圃
も
い
た
る
所
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
施
肥
適
量
試
験

田
も
市
内
各
所
に
あ
り
ま
す
か

ら
実
地
を
見
て
来
年
の
肥
料
設

計
を
考
え
肥
料
の
予
約
を
し
ま

し
よ
う
o

　

今
年
は
上
庄
地
区
で
客
土
の

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
流
水
客
土
の
効
果
を
調
べ
る

予
備
試
験
で
す
か
ら
、
時
間
を

作
っ
て
現
場
を
見
ま
し
よ
う
。

　

［
飼
料
作
物
］
家
畜
の
飼
料
を

野
草
と
わ
ら
に
頼
っ
て
い
る
の

は
時
代
遅
れ
で
す
。
良
質
の
飼

料
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
に
依

っ
て
購
入
飼
料
費
を
減
ら
し
、

家
畜
の
生
育
を
良
く
す
る
の
が

当
然
で
あ
っ
て
青
刈
、
乾
草
、

サ
イ
レ
ー
ジ
と
年
間
を
通
じ
て

草
を
与
え
、
適
度
に
運
動
を
さ

せ
て
い
れ
ば
、
繁
殖
障
害
な
ど

な
い
は
ず
で
す
。

　

［
春
の
種
子
消
毒
］
近
年
、
は

ん
よ
う
病
、
赤
か
じ
病
、
う
ん

も
ん
病
、
ふ
か
れ
病
な
ど
各
種

種
子
伝
染
の
病
害
の
発
生
が
め

だ
ち
ま
す
が
、
は
種
直
前
ウ
ス

プ
ル
ン
八
〇
〇
倍
液
に
I
～
二

時
間
浸
し
消
毒
し
て
ま
く
と
よ

い
で
す
。
黒
穂
病
も
各
所
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
風
呂
湯
浸

法
も
行
わ
な
い
者
は
、
だ
農
と

い
う
よ
り
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。



九
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
性
病
予
防
週
間
で
す
。
勝
山
保
健
所
大
野
出
張
所
で
は
期
間
中
無
料
で
血
液
検
査
を
行
い
ま
す
。

n’immt－M

薩
州
長
州
の
武
士
、
大
野
に
入
込
む

　

元
治
元
年
（
今
よ
り
九
十
五

年
前
）
の
五
月
六
日
、
大
野
町

年
寄
役
布
川
源
兵
衛
方
へ
、
二

人
の
武
士
ら
し
い
も
の
が
訪
ね

て
来
た
。

聞
い
て
見
る
と
薩
州

藩
士
高
木
左
馬
之
助

（
三
十
五
歳
）
と
長
州

藩
士
岡
部
半
蔵
（
十

九
歳
）
で
あ
っ
た
。

何
用
で
来
ら
れ
た
か

と
聞
い
て
み
る
と
、

美
濃
の
国
郡
上
か
ら

越
前
の
国
本
保
陣
屋
へ
行
く
た

め
、
五
月
三
日
白
鳥
村
、
五
月

四
日
大
谷
村
、
五
月
五
日
仏
原

村
で
泊
り
、
当
日
は
大
野
町
で

泊
る
予
定
で
来
た
。
是
非
一
夜

の
宿
を
と
頼
ま
れ
た
。
色
々
調

べ
て
見
た
が
別
に
あ
や
し
い
も

の
で
な
い
と
見
た
の
で
、
一
番

上
町
宿
屋
綿
屋
治
左
衛
門
方
に

泊
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

当
時
は
勤
王
佐
幕
で
、
日
本

は
あ
げ
て
さ
わ
い
で
い
る
時
で

あ
る
。
殊
に
薩
州
長
州
と
い
え

ば
、
勤
王
討
幕
の
筆
頭
で
、
そ

れ
ら
の
志
士
は
東
西
を
奔
走
し

て
い
る
時
で
あ
る
。

　

武
田
耕
雲
斎
等
が
水
戸
を
脱

出
し
、
上
洛
せ
ん
と
し
て
上
野

信
濃
、
美
濃
等
を
突
破
し
、
越

前
大
野
郡
に
入
ろ
う
と
し
て
い

る
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

　

町
年
寄
布
川
氏
も
、
こ
れ
は

た
だ
者
で
な
い
と
気
が
っ
か
れ

た
も
の
か
、
宿
主
治
左
衛
門
に

両
人
の
行
動
を
そ
れ
と
な
く
探

ら
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
宿
主
は

そ
の
旨
を
含
み
左
馬
之
助
に
聞

い
て
見
る
と

「
昨
亥
（
文
久
三
年
）
十
二
月
十

　

日
、
長
州
家
中
岡
部
半
蔵
と

　

同
道
で
、
中
仙
道
を
通
っ
た

　

と
こ
ろ
、
木
曽
路
で
道
を
踏

　

迷
い
山
中
へ
六
、
七
里
ば
か

　

り
迷
い
込
み
、
雪
中
に
て
足

を
痛
め
、
そ
の
内
半
蔵
は
谷

川
へ
す
べ
り
込
み
、
や
っ
と

の
こ
と
で
引
上
げ
て
や
っ
た

が
、
両
人
と
も
ス
ツ
カ
9
疲

れ
は
て
た
の
で
、
そ
の
辺
で

野
宿
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
刻

に
別
の
武
士
ら
し
い
も
の
が

そ
の
辺
に
凍
死
し
て
い
る
の

を
見
た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ

と
と
思
い
、
附
近
の
温
泉
へ

た
ど
り
っ
き
、
四
十
日
ば
か

り
湯
治
し
た
の
で
元
気
を
取

も
ど
し
、
そ
れ
か
ら
山
路
を

伝
い
白
馬
村
、
大
谷
村
、
仏

原
村
を
通
過
し
今
日
大
野
町

に
参
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今

後
は
本
保
（
武
生
）
に
立
寄
り

京
都
へ
出
る
積
り
で
あ
る
」

と
の
事
で
あ
る
。
折
柄
、
京
都

で
は
薩
長
軍
の
蛤
門
の
戦
、
長

州
征
伐
な
ど
風
雲
急
な
時
で
あ

る
。
両
武
士
は
宿
料
も
茶
代
も

十
分
払
い
何
事
も
残
さ
ず
立
去

っ
た
か
ら
御
奉
行
所
に
も
通
報

せ
ず
、
内
々
で
立
去
ら
せ
た
。

　

果
し
て
こ
の
両
人
は
何
の
た

め
に
大
野
へ
来
た
も
の
か
、
考

え
方
に
よ
っ
て
は
研
究
す
べ
き

問
題
で
あ
る
。
越
前
に
も
相
当

勤
王
家
が
東
奔
西
走
し
て
い
る

時
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
何
か
関

係
が
な
か
っ
た
か
、
今
後
の
研

究
を
待
つ
こ
と
に
す
る
。

迦保相談室

⑩

変
る
国
民
健
康
保
険

医
療
費
の
点
数
表

　

O
子
今
度
社
会
保
険
医
療

　

費
の
点
数
が
改
正
さ
れ
る
そ

　

う
で
す
ね
。

　

（
答
）
そ
う
で
す
。
新
し
い
点

数
表
は
六
月
三
十
日
付
官
報
で

厚
生
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
十
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

O
子
改
正
内
容
の
あ
ら
ま

し
は
ど
う
で
す
か
。

　

（
答
）
改
正
の
主
な
点
は

一
、
計
算
が
し
や
す
い
よ
う
に

現
行
の
一
点
単
価
十
一
円
五
十

銭
が
十
円
に
改
め
ら
れ
た
。

二
、
点
数
表
は
現
在
一
つ
で
あ

る
も
の
を
、
甲
表
、
乙
表
（
乙

の
I
、
乙
の
二
）
の
二
つ
に
分

け
て
医
者
や
病
院
に
自
由
に
選

択
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
福
井
県
は
「
乙
表
の

　

二
」
で
あ
る
。
ま
た
歯
科
点

　

数
表
は
I
表
だ
け
で
自
由
選

　

択
は
な
い
。

　

そ
こ
で
甲
表
は
現
行
点
数
表

を
根
本
的
に
改
め
診
察
料
、
検

査
料
、
入
院
料
な
ど
を
大
幅
に

引
上
げ
た
。
特
に
手
術
や
検
査

は
ひ
ず
か
し
い
も
の
ほ
ど
高
率

に
引
上
げ
て
医
師
の
技
術
を
高

く
評
価
し
た
。

　

乙
表
は
現
行
点
数
表
の
仕
組

み
を
少
し
も
変
え
な
い
で
、
ま

ず
単
価
を
一
円
引
上
げ
て
金
額

を
算
出
し
、
十
円
で
除
し
て
点

数
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
盲
腸
手
術
は
現
行
二

五
〇
点
、
そ
れ
に
単
価
を
一
円

あ
げ
て
十
二
円
五
十
銭
を
か
け

る
と
三
、
二
一
五
円
と
な
り
、

こ
れ
を
十
円
で
除
し
た
三
一
二

●
五
点
が
乙
表
に
よ
る
新
点
数

で
あ
り
ま
す
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

焼
き
出
す
木
炭
十
数
万
俵

市の面積の74％は林野で、市は植林

や林道の開設、その他林業関係の施

設に力を入れています。林産物の第

一位は木炭で、昭和29年14万俵、30

年12万俵、31年13万俵です。

その販売先の6割が市内、県内へ2割

県外へ2割となっています。

声
「
来
や
が
つ
た
な
」

と
思
い
、
さ
っ
そ

く
善
後
策
を
考
え

た
が
、
低
い
田
の

あ
ぜ
に
飛
び
降
り
る
よ
り
ほ
か

に
方
法
が
な
い
。
雨
あ
が
り
の

工
事
場
付
近
の
道
は
ぬ
か
る
み

と
い
う
よ
り
、
泥
田
で
、
歩
行

す
る
さ
え
思
う
に
任
せ
ぬ
中
を

大
ト
ラ
に
疾
走
さ
れ
た
の
で
は

た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

う
ろ
た
え
て
、
道
路
幅
一
ぱ

い
よ
け
た
だ
け
が
関
の
山
、
瞬

間
、
車
は
徐
行
、
手
を
あ
げ
て

謝
意
を
表
す
運
ち
ゃ
ん
。

　

正
し
く
は
こ
れ
が
当
然
。
「

法
」
が
立
派
に
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
「
断
固
取
締
る
」
「
厳
重

処
罰
す
る
」
…
…
な
ど
最
も
耳

ざ
わ
り
な
こ
と
ば
が
連
日
新
聞

紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
今
日

で
あ
る
。

　

わ
た
く
し
は
「
当
然
」
の
中

に
「
特
別
」
の
喜
び
を
得
た
。

　

こ
の
運
転
手
は
「
法
」
を
お

そ
れ
て
徐
行
し
た
の
だ
ろ
う
か

わ
た
く
し
は
運
ち
ゃ
ん
の
あ
の

時
の
態
度
か
ら
み
て
、
そ
う
と

は
思
わ
な
い
。

　

○
○
組
の
教
育
、
本
人
の
道

徳
心
が
、
し
か
ら
し
め
た
も
の

と
信
ず
る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
ち

ゃ
ん
、
す
な
わ
ち
ト
ラ
と
思
っ

て
い
た
が
、
ヒ
ッ
ジ
の
よ
う
な

人
も
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
「
法
に
生
き
る
」
よ
り

「
道
徳
に
生
き
た
い
」
こ
と
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
訴
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
H
生
）

年
よ
り
の
日
に
市
長
が

高
齢
者
を
慰
問

　

九
月
十
五
日
の
年
寄
の
日
に

今
年
九
十
歳
に
な
ら
れ
た
次
の

方
を
森
広
市
長
、
社
会
福
祉
協

議
会
長
、
市
婦
人
連
合
長
ら
三

人
で
慰
問
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

田
申
き
く
（
寺
上
二
）
、
山
川

た
ま
（
柿
が
嶋
）
、
山
道
す
み

（
下
麻
生
島
）
松
山
つ
ま
（
川

上
）
、
宮
腰
そ
で
（
宝
慶
寺
）
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